
大規模地震時医療活動訓練概要

○日時：令和４年１０月１日（土）

○場所：三重県松阪庁舎、県内災害拠点病院及び一般病院、伊坂ダム

○訓練想定：過去最大クラスの南海トラフ地震（県内最大震度６弱～７）
令和４年９月３０日（金） １１時発災

○訓練概要：ＤＭＡＴ活動訓練
ＤＰＡＴ活動訓練
災害時小児周産期リエゾン訓練

○訓練参加機関：三重県内各医療機関、陸上自衛隊、消防本部
県内ＤＭＡＴ 16病院 127名
（県外ＤＭＡＴを含め約70チームが参加）
県内ＤＰＡＴ 3病院 20名
小児周産期リエゾン 16名
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三重県立総合医療センター

三重中央医療センター

市立伊勢総合病院

松阪中央総合病院

いなべ総合病院

市立四日市病院

鈴鹿中央総合病院

県立志摩病院

済生会松阪総合病院

紀南病院

伊勢赤十字病院

三重大学医学部附属病院

桑名市総合医療センター

伊坂ダムSCU（無）

県外SCU滋賀医大病院

尾鷲総合病院

名張市民病院

伊賀市立上野総合市民病院
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屋上ヘリポート 敷地内ヘリポート

鈴鹿回生病院

志摩市民病院

南奈良総合医療センター

搬送調整
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検証結果（課題）

・本部運営のできる県内ＤＭＡＴの養成
・通信環境の整備
・県内サージキャパシティの確保
・県外への搬送ルートと受け入れ先の確保
・院内災害対策本部とＤＭＡＴ支援指揮所の連携
・ＤＭＡＴとＤＰＡＴの情報共有、連携
・地域における小児周産期リエゾンの養成


